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から
㈱ジェムコ日本経営高橋 功吉

コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

＜執筆者プロフィール＞   

　大手家電メーカーにて、海外経営責任者などの要職を歴任後、ジェムコ日本

経営に入社。2007 年執行役員、2011 年取締役、2015 年 6 月より現職。上場

企業経営トップおよびボードメンバーへの顧問型経営支援をはじめ、グローバ

ル戦略の構築から、製造現場の現場力向上、品質革新など、経営全般にわたり幅広く活躍している。

実践に裏打ちされた「わかりやすい」コンサルティングが身上。「ものづくり経営入門」（日経

BP）他、雑誌や媒体への執筆、講演も多い。

　主な資格は、ICMCI（国際公認経営コンサルティング協会）認定コンサルタント、公益社団法

人全日本能率連盟認定マスターマネジメントコンサルタント、経済産業大臣登録中小企業診断士

㈱ジェムコ日本経営   /   常務理事 グローバル事業担当
高橋 功吉 （たかはし こうきち）

経営者の器とは

  「会社は経営者の器以上に大きくならない」とはよく言われる言葉

だ。このコラムを読んでいただいている読者の方は、在タイ企業の

経営を担われている方が多いと思うが、経営者として、また組織の

長として、自分の器の大きさはどのくらいか考えたことはあるだろ

うか。

  わかりやすい例を示すと、器の小さい経営者は、失敗すると部下

の責任にする。自分が指示したにもかかわらず、また自分が決定し

たにもかかわらず、「指示通りしなかったから」とか、「意思決定の

ための資料がおかしかったから」というように、失敗の原因は自分

ではなく、部下にあると言う。さらに部下に恵まれていなかったこ

とを嘆くことも多い。真に残念な経営者だ。

  およそ経営者であれば、全従業員の生活を背負う覚悟をして経営

に臨んでいるはずであり、部下がどんな失敗をしようが、最終の責

任は自分にあると思っているはずだ。それを部下の責任にするよう

なら、経営の責任を背負う覚悟ができていないということになる。

  言い換えると、経営責任者になるには、それ相応の覚悟が必要と

いうことであり、在タイ企業の経営の担う立場の皆さんも、海外の

子会社とは言え、一つの会社の経営を担う立場として、それなりの

覚悟をして引き受けたはずだ。

  あらゆる責任を負う覚悟を持っている経営者は言動が違う。どん

な失敗をしても絶対に言い訳はせず、その失敗に対して真摯に前向

きに対応しようとする。その姿を見ている部下は、良い経営者の下

で仕事ができていることを誇りに感じることになる。このような経営

者にはいつの間にか、経営者としての威厳や風格が身に付いていく。

  ところが、冒頭述べた残念な経営者はこの覚悟がないために、言

い訳や部下の責任にし、問題を放置してしまうことが多い。そうな

ると、問題はどんどん大きくなると共に、誰一人、その経営者を尊

敬することはなくなる。当然のことだが、このような経営者の下で

仕事をしたいと思う人はどれだけいるだろうか。このような経営者

に尊敬の念を持つ人はなく、優秀な人材は、この経営者では会社の

将来はないと見限って転職していくことになる。

  すなわち、器の大きな経営者であれば、皆が尊敬の念を持ってそ

の経営者を信じて必死になって取り組むことで企業はより大きく発

展するが、器の小さい経営者であれば、人がついて来ず、多くの問

題も抱え、発展も難しいということになる。「会社は経営者の器以上

に大きくならない」というのは、見事に言い当てていると言える。

器を大きくする

  ところで、自分の器はどれほどのものか、日頃の自分の言動も含

めて振り返ってみてはどうだろうか。筆者は次のような点が重要で

はないかと思っている。

  一つ目は、全責任を負う覚悟ができているかということ。少なく

とも経営者であれば全従業員の生活を背負っているということであ

り、その覚悟ができていないようでは、経営者は務まらない。この

覚悟ができていれば、迅速で適切な意思決定もできる。今がチャン
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スという時には思い切った手を打つことが重要であり、また、まず

いという時には即座に撤退も必要だ。このような迅速な意思決定が

できるのは、全責任を負うという覚悟があってはじめてできるのだ。

  二つ目は、「素直」ということ。素直さのある経営者は、自分が指

示したことに誤りがあれば、即座に誤りを認めて修正できる。誤っ

た判断であったにも関わらず、一度指示してしまったことを正当化

して、おかしな言い訳をしていると問題はどんどん大きくなってい

く。また、素直さは、より多くの知恵を集めることにつながる。そ

れは聴く耳を持つということにつながるからだ。皆が臆することな

く意見を言えるためには、素直に聴く姿勢を持っているか否かが大

きい。「素直」というのは器を決める大きな要素なのだ。

  三つ目は、常に「前向きに対応する姿勢」だ。経営を担っていると、

問題が発生するのが常だ。その時に、問題を出したことを責めるのか、

そうではなく、一緒に前向きにどうしていくべきかを考えるのかで

は大きな違いだ。部下や協力企業が「うまくいきませんでした」と

報告してきた時に、一緒になって前向きに検討してくれる経営者は

心強いし、この人になら協力しようということになる。また、まず

は社長に相談してみようということになると、問題に対して逸早く

手を打てることにもなる。問題を出すと責めるような経営者には問

題はできるだけ報告せずに済ませようということになるが、前向き

に対応しようとする経営者には、問題がすぐに伝わり、問題が大き

くなる前に手を打つこともできる。常に「前向きに対応する姿勢」

が大切だ。

  四つ目は「公明正大」だ。裏がなく、どんな時にも公平に判断ができ、

また堂々と言える態度は誰もが納得できる経営判断をしてくれると

思う重要な要素だ。間違ってもコンプライアンス問題をおこすよう

なことはないし、約束事は絶対に守ってくれる。これは信頼を得る

ベースでもある。

  五つ目は「明るさ」だ。どんな時も明るく接することで、組織全

体が明るくなる。これは三つ目に書いた「前向きに対応する姿勢」

にもつながるが、明るい組織は活発に意見が出せ、楽しい職場にす

るベースだ。

  上記は、ごく一例だが、より大きな器になろうと意識することで、

経営者や組織の長の器は間違いなく大きくすることができる。まず

はそれを意識することが大切ではないだろうか。
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「2018 年度会員名簿」発行

   2018 年度版会員名簿が完成。会員企業約

1770 社の最新情報をアルファベット順で検索で

きるほか、業種別、部会別でも検索可能だ。会

員にはすでに郵送しているが、追加希望者には

有償で提供する。また、一般も JCC 事務局で購

入できる。

販売価格：会員価格     600 バーツ／冊         一般価格 1,000 バーツ／冊
※問合せ：JCC 事務局（担当：鈴木） TEL：02-250-0700 ～ 3  E-mail：info@jcc.or.th

※問合せ先：JCC 事務局（担当：鈴木）   TEL：02-250-0700 ～ 3  E-mail：info@jcc.or.th

   「2018 年度賃金労務実態調査報告書」発行

  JCC では、毎年 4 月に会員企業を対象に賃金労

務実態調査を実施している。この報告書は、2018

年度調査結果をまとめたもので、昨年度から今年

度の在タイ日系企業の賃金・賞与の動向等が把握

でき、給与改定の際にも参考となる一冊。今年度

調査には、会員企業 568 社（回収率 32.2％）が協

力した。購入は JCC 事務局のほか、伊勢丹デパー

トおよびエムクオーティエデパートの紀伊国屋書店でも、一般価格

にて販売中だ。なお、同調査へ回答協力した企業には 1 社 1 冊を無

償にて配布している。

販売価格  ： 会員価格：1500B ／冊        

                        一般価格：2500B ／冊

www.bangkokair.com



